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〔
Ⅰ
〕

一
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』

１
．
一
八
七
〇
～
八
〇
年
代
の
運
動
事
情
。

 
 

 

ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
労
働
者
党
（
七
五
年
に
二
つ
の
党
の
合
同
）
と

 
 

 
 
 

 

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』（
七
七
年
一
月
～
七
八
年
七
月
）
。

 
 

 

フ
ラ
ン
ス
労
働
党
（
七
九
年
創
立
）
と

 
 

 
 
 

 

『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
（
八
〇
年
）
。

２
．
日
本
で
の
紹
介
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
３
９
）
。
堺
利
彦
の
翻
訳
で
雑
誌
『
社
会
主
義
研
究
』
に
掲
載
。

翻
訳
に
苦
労
。
「
紳
士
閥
」、
「
平
民
的
革
命
」。

二
、
第
一
章
。
文
章
に
入
る
前
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て

な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
説
明
を
す
る
か
。

☆
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
現
代
の
社
会
主
義
の
源
流
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
な
か
に
求
め
て
い
る
。

 
 

 

一
七
八
九
年
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
開
始
）
か
ら
一
八
一
四
・
一
五
年
（
ウ
ィ
ー
ン
会
議
）
ま
で
の
二
六
年
間

 
 

 

は
、
フ
ラ
ン
ス
を
軸
に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
激
動
の
時
代
。

 
 

 
 

革
命
の
時
期
は
最
初
の
六
年
間
。
む
し
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
方
が
ず
っ
と
長
い
（
九
九
年
～
一
五
年
）
。

 
 

 
 

し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
背
後
に
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
栄
光
が
あ
っ
た
。

☆
こ
の
革
命
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
革
命
論
の
形
成
の
上
で

 
 

も
、
特
別
の
意
義
を
持
つ
。

☆
第
二
課
で
勉
強
し
た
史
的
唯
物
論
の
応
用
問
題
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
た
い
。

三
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
あ
ら
ま
し

１
．
革
命
前
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
土
台
と
上
部
構
造
。

 
 

 
 

封
建
的
生
産
関
係
の
桎
梏
化
は
ど
こ
に
。

 
 

 
 

上
部
構
造
で
革
命
を
準
備
し
た
の
は
「
啓
蒙
思
想
家
」
た
ち
。

２
．
革
命
の
経
過
。

 
 

 
 
 

土
台
（
階
級
）
の
動
き
と
上
部
構
造
（
政
治
勢
力
お
よ
び
諸
事
件
）
の
推
移
を
立
体
的
に
見
て
ゆ
く
。

 
 

８
９
年
５
月

「
三
部
会
」
招
集
。
６
月
、
第
三
身
分
の
代
議
員
に
よ
る
国
民
議
会
。

 
 

８
９
年
７
月
１
４
日
の
バ
ス
チ
ー
ユ
襲
撃
。
パ
リ
祭
は
こ
の
日
に
。

 
 

 
 
 

８
月

「
人
権
宣
言
」
。

 
 

９
１
年
８
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
、
反
革
命
干
渉
戦
争
の
態
勢
を
と
る
。

 
 

 
 
 

１
０
月

立
憲
議
会
。
右
派
政
権
。

 
 

９
２
年
。
干
渉
に
反
撃
す
る
革
命
戦
争
開
始
。
国
民
軍
の
登
場
。「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」。

 
 

 
 

８
月

パ
リ
の
蜂
起
。

 
 

 
 

９
月

国
民
公
会
。
ジ
ロ
ン
ド
党
政
権
。
９
月
２
２
日

共
和
制
成
立
。
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１
２
月

第
一
次
対
仏
大
同
盟
（
イ
ギ
リ
ス
も
参
加
）
。

 
 

９
３
年
５
月

パ
リ
の
蜂
起
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
党
政
権
。

 
 

 
 

９
月

「
恐
怖
政
治
」
始
ま
る
。

１
０
月

革
命
暦
。

 
 

９
４
年
７
月

テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
。
執
政
官
政
府
。

 
 

９
９
年
１
１
月

ク
ー
デ
タ
ー
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
専
制
の
統
領
政
府
成
立
。

 
 

０
４
年
５
月

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
。
そ
の
二
面
的
な
性
格
。

 
 

 
 

反
封
建
革
命
の
成
果
の
擁
護
。
対
外
的
に
も
反
封
建
的
変
革
を
輸
出
。

 
 

 
 

革
命
が
生
み
出
し
た
国
民
軍
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戦
略
・
戦
術
の
結
合
。
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
軍
を
「
ほ
と
ん

 
 

 
 
 

ど
無
敵
に
し
た
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
）。

 
 

１
２
年

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
で
敗
退
。

 
 

１
４
年
４
月

ナ
ポ
レ
オ
ン
退
位
。
エ
ル
バ
島
に
追
放
。
王
政
復
古
。

 
 

１
５
年
３
月
～
６
月

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
１
０
０
日
天
下
。

３
．
革
命
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
ど
う
変
化
さ
せ
た
か
。

４
．
現
代
の
革
命
と
比
べ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
特
徴
を
ふ
り
か
え
る
。

 
 

 
 
 

 

〔
Ⅱ
〕

段
落
ご
と
の
要
約

（
予
習
用
の
も
の
）

１
．
現
代
の
社
会
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
。
（
２
３
ペ
ー
ジ
）

２
．
革
命
を
準
備
し
た
の
は
「
啓
蒙
思
想
家
」
た
ち
だ
っ
た
。
彼
等
は
「
正
義
と
理
性
の
国
」
の
実
現
を
目
標
と

し
た
。
（
２
３
～
２
５
ペ
ー
ジ
）

３
．
し
か
し
、
実
現
し
た
の
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
―
の
国
」
だ
っ
た
。
（
２
５
～
２
６
ペ
ー
ジ
）

４
．
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
諸
階
級
。
空
想
的
社
会
主
義
者
の
源
流
。
（
２
６
～
２
７
ペ
ー
ジ
）

５
．
３
人
の
空
想
的
社
会
主
義
者
。
そ
の
思
想
の
共
通
の
特
徴
―
―
「
理
性
と
正
義
の
国
」
の
追
求
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
２
７
～
２
８
ペ
ー
ジ
）

６
．
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
「
理
性
国
家
」
論
の
挫
折
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
。
（
２
８
～
３
１
ペ
ー
ジ
）

７
．
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
代
で
無
産
大
衆
は
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
た
か
。
（
３
１
～
３
２
ペ
ー
ジ
）

 
 

 
 
 

＊

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
後
年
、「
恐
怖
政
治
」
の
時
代
の
評
価
を
変
更
し
て
い
る
。

８
、
空
想
的
社
会
主
義
の
潮
流
が
生
ま
れ
た
経
済
的
背
景
を
考
え
る
。
未
成
熟
な
資
本
主
義
的
生
産
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
３
１
～
３
２
ペ
ー
ジ
）

９
．
現
代
の
社
会
主
義
者
は
、
こ
の
先
輩
た
ち
か
ら
何
を
学
び
と
る
べ
き
か
。
（
３
３
ペ
ー
ジ
）

10
～
11
．
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
場
合
。
（
３
３
～
３
６
ペ
ー
ジ
）

12
．
フ
ー
リ
エ
の
場
合
。
（
３
６
～
３
９
ペ
ー
ジ
）

13
～
17
．
オ
ウ
エ
ン
の
場
合
。
（
３
９
～
４
５
ペ
ー
ジ
）

18
．
空
想
家
た
ち
の
総
括
的
批
判
。
社
会
主
義
は
空
想
か
ら
科
学
に
な
る
必
要
が
あ
っ
た
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
４
５
～
４
６
ペ
ー
ジ
）


